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GL-0.90mまでは埋土の不均質な礫混じ
り砂。
以深は砂混じり粘土で不均質である。

軟弱な粘性土。比較的均質で粘性弱く
含水高い。微量の微細～中砂を混入す
る。

微量の細粒分を含んだ微細～中砂主体
の緩い砂質土。含水は中～やや多い程
度。局所的に細粒土優勢箇所を挟在す
る。

φ2～10mm程の礫が多く混じる。

粘性はやや弱い～やや強い程度。細～
中砂を所々に含んでいる。上部は軟弱
な土相である。
GL-7.40m～8.30m間の色調は緑灰色で粘
性はやや強く、少し固結する。
シルト優勢箇所を有する。
含水中位程度。

粘性土間に挟在する粘土混じりの砂。
微細～中砂である。
含水中～やや低い。

有機質の粘性土。比重やや軽く軟い。
含水は中程度。

やや不均質で微細～中砂の砂質土に細
粒分を不規則に含む。
含水中位。

花崗岩起源の砂質土。細～粗砂で中～
粗砂を主体とし、細礫混じる。
含水やや低い。

細砂主体で細粒分多く含む。粘土分の
粘性は中程度。
下部に従い砂分の混入率高くなる。
上部は含水やや高い。

細粒分を所々に挟む。砂分は微細～中
砂が主体でやや緩い土相である。
粘土分を含み、含水は中程度。

花崗岩起源の砂質土。局所的に細粒分
の薄層が挟在する。
含水やや低い～中位。

半固結粘土状である。固結し硬い。

挟みの砂層。全体に不均質な砂質土。
細礫含み中～粗砂主体。

基盤岩の強風化部。一部砂岩で頁岩優
勢。風化作用が著しく全体に粘土化す
る。固結粘土状で硬い。下部に従って
若干風化作用は弱まる傾向にある。下
部は砂岩優勢となる。  【DM級岩盤】

所々破砕状を呈し、脆い箇所を有す
る。
堅硬な部位は硬質であるものの、風化
作用顕著な箇所は土砂～固結粘土化す
る。
GL-25.0m～26.0mは弱風化部で堅硬緻密
である。【DH～CL級岩盤】
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 ボートレース福岡地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.2 調査位置 福岡県福岡市中央区那の津1丁目地内 北 緯 33°35′53.40″

発 注 機 関 福岡市経済観光文化局ボートレース事業部経営企画課 調査期間 2024年  2月  7日 ～ 2024年  2月 17日 東 経 130°23′50.48″
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表土のアスファルト。（礫質土）

埋土の礫混じり土砂。不均質である。
レンガ片や牡蠣殻を混入する。

比較的均質な海砂。
細～粗砂で、細礫混じる。
全体に締まりがなくルーズ。

含水やや多い軟弱な粘土に砂分を含
む。

均質で粘性は弱い。
軟弱な土相である。
上部は砂分を多く含む。含水はやや多
い。

貝殻混じりの微～細粒砂が主体。
含水は中～やや多い。高含水比で非常
に軟らかい砂層。シルト～細砂主体で
ある。
所々に粘土分混じる。シルト優勢箇所
を有する。

シルト～微細砂を多く含みやや軟弱で
ある。粘土の粘性は弱い。

砂は中～粗粒砂で少量の粘土が混じ
る。

微細～細砂主体でシルトを多く含む。
細礫混じる。

所々にシルト優勢箇所を有する粘性
土。
粘土分の粘性は弱い～中程度。
含水はやや多い。

砂分は細砂主体で粘土の粘性は中程
度。微量の細礫混じる。
微量の腐植物片や貝殻片混じる。

不均質で所々に粘土分含む砂層。
粘土と砂が混在する。

上部は半固結状の粘土。
以深は比較的均質な砂層で少量の細粒
分を含む。
中～粗砂が主体で細礫を含む。

固結した粘性土。
粘性はやや強く全体に固結し、硬い。

半固結状の粘土分が不均質に混じる。
砂は中～粗砂主体である。

基盤岩の三紀層。強風化により全体に
シルト～粘土化する。
全体に固結粘土状を呈し硬い。下部に
従って固結度は高くなる。GL-23.3～
24.3m付近は礫岩優勢。     【DL～DM
級岩盤】
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上位層より若干風化は弱まるものの、
固結粘土～固結シルト状である。
下部に従って次第に風化は弱まり、岩
片は粘土状から礫状に変異する。上部
は礫岩優勢。【DH級岩盤】

コアは短柱状～おおむね柱状に採取さ
れる。
コア表面は粗いものの岩片は比較的硬
質となる。
全体にハンマー打でひび割れる程度の
硬さを有する。【CL級岩盤】
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
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表土のコンクリート。

砕石混じりの礫混じり土砂。
全体にやや不均質でφ2～40mm程の礫を
含む。
細～粗砂で中～粗砂分が多い。

少量の粘土分を含んだ砂層。
中砂主体である。
含水は低～中程度。

比較的均質な粘土。
粘土分の粘性は弱く軟弱である。
高含水である。

微細～中砂主体の砂に細粒分が少量混
じる。所々、微細砂と細粒土の互層。
下部に従って粘土分が増える。
含水やや多い。
所々に貝殻片を混入する。

微細～中砂の砂分を含み細粒分主体。
含水やや高い。φ2mmほどの細礫混じ
る。

細粒分を多く含んだ砂層。細粒土と微
細砂が混在し全体に緩い。
砂分は微細～中砂主体。
含水はやや多い。

微細砂と貝殻片が混じる粘土。
全体にやや固結する。
粘性は中程度。
含水やや多い。

細粒分がブロック状に不規則に挟在す
る。

微細～細砂が不規則に混在、やや高含
水で粘土主体。

微細～細砂が混じる粘性土。粘性中～
やや強い程度。

花崗岩起源の砂質土で細礫や石英礫を
含む。細～粗砂で中～粗砂を多く含
む。

砂層間に挟まれた粘性土。半固結状で
ある。

やや不均質なシルト質砂。細粒分優勢
箇所を有す。

花崗岩起源の砂質土。
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体である。下部は粘土分が増える。

基盤岩の三紀層。強風化作用により固
結粘土化する。逢着部付近はやや不明
瞭である。【DL級岩盤】

上位層よりも風化は次第に弱まる。硬
質な短片状コアと固結粘土化する層の
互層。礫岩部を挟む。        【DM～
DH級岩盤】
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風化により褐色化し、全体にやや脆い
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 ボートレース福岡地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.4 調査位置 福岡県福岡市中央区那の津1丁目地内 北 緯 33°35′56.11″

発 注 機 関 福岡市経済観光文化局ボートレース事業部経営企画課 調査期間 2024年  2月  6日 ～ 2024年  2月 26日 東 経 130°23′52.99″

調 査 業 者 名
株式会社ジオシステム
電 話 092-414-5335

主任技師 大石 信
地質調査技士
登録番号: 第7007号
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地質調査技士
登録番号: 第24725号

コ ア
鑑 定 者

大石 航平
地質調査技士
登録番号: 第24725号

ボーリング
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地質調査技士
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表土のアスファルト舗装。（礫質土）

GL-0.20mまで砕石。
GL-0.20～1.20mはコンクリート片混入
する不均質な礫混じり土砂。
以深は砂。

細砂と貝殻片を混入。
粘土分の粘性は弱い。

細砂主体の砂層。微細～細砂で含水多
い。
貝殻片混じる。

高含水で軟弱な粘土層。
均質な粘土で細砂を不規則に少量混入
する。
貝殻片混じる。

シルト～細砂で含水多い。貝殻片混じ
る。

微細～細砂主体で中～粗砂分混じる。
微量の腐植物、細粒分を混入。
GL-5.40～5.75m付近には礫が点在。

シルト質粘土に細砂が不規則に混じ
る。
微量の腐植物と貝殻片を含む。
軟弱な粘性土。

細～粗砂主体で不均質、細粒分混じ
る。高含水。

微細～細砂に粘土分が混じる。粘性は
中程度。

全体に粘性中～強の粘性土。
貝殻片を多く含む。
上部はシルト質粘土である。
下部は少量の細～粗砂の砂と貝殻片混
じる。

細～粗砂のやや不均質な砂層。
上部は細粒分が混じる。細～粗砂にφ2
～15mm程の礫を混入。含水やや多い。

シルト～粗砂で細砂分を多く含む。高
含水である。やや二次真砂状の砂層。

固結粘土。粘性強い。

シルト～粗砂で高含水。全体に細粒分
を多く含む。φ2～40mm程の礫を少量混
入する。下部は粘土分の混入が目立
つ。

全体に風化作用により変質し、固結粘
土化する。
岩組織は辛うじて確認できる。
コアはおおむね固結粘土状の棒状コア
で採取される。
強指圧で若干指が入るくらい。 【DM
級岩盤】
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上位層より風化弱まるものの、所々土
砂～固結粘土状である。
弱風化部はやや硬質な岩片状である。
硬軟部の互層である。
下部に従って次第に頁岩の弱風化部が
優勢となり、硬質となる。 【DH～
CL級岩盤】
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 ボートレース福岡地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎
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表土のアスファルト部。（礫質土）

全体に不均質で砕石含んだ礫混じり土
砂。
φ100mm程の礫を含む。

やや不均質な礫混じり砂。

所々に中砂を含んだ比較的均質な粘性
土。
粘土分の粘性は弱～中程度。
全体にやや含水高く軟弱である。
GL-5.50m以深は砂分の混入が増える。

細粒土を多く含む。細粒土と微細砂の
互層である。含水は中～やや多い。

やや細粒土が優勢である。砂分は微細
～細砂。

粘土、シルトを不規則に少量含んだ不
均質な砂質土。
砂分は細～粗砂で、上部は細～中砂主
体。下部は中～粗砂多い。
所々に細粒分優勢箇所を挟む。

貝殻片が混じるシルト質粘土。
粘土の粘性は中～やや強く、少し固結
している。

細～中砂主体の砂に少量の細粒分が混
じる。

花崗岩起源の砂質土。
細～粗砂で構成され、中～粗砂が主体
である。
下部に従って次第に粗砂、細礫の混入
率が高くなる。

二次堆積のマサ状を呈す。石英の細礫
や白雲母片が残存する。
少量の細粒分を含む。
砂分は微細～粗砂主体である。

固結度が高い粘土。
固結粘土で粘性は強い。
微量の砂分を含む。

上位層の粘土分が混じる不均質な砂
層。
砂分は微細～粗砂である。

基盤岩の強風化部。
風化作用が顕著で粘土化（固結粘土）
する。
粘土の粘性は強く固結している。【DL
級岩盤】

上位層より若干風化弱まるものの、全
体に固結粘土～固結シルト状である。
下部に従って次第に風化は弱まり、固
結粘土から礫状コアへと漸移する。
【DH級岩盤】
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上位層より若干風化弱まるものの、全
体に固結粘土～固結シルト状である。
下部に従って次第に風化は弱まり、固
結粘土から礫状コアへと漸移する。
【DH級岩盤】

比較的硬質な基盤岩部である。
コアは短柱状～おおむね柱状に採取さ
れる。
コア肌は粗いものの、岩片自体は硬質
である。
低角度の亀裂部を有する。
ハンマー打によりひび割れる程度の硬
さである。【CL級岩盤】
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GL-0.10～0.80mはレンガ片や礫が混入
する礫混じり土砂。
GL-0.80m～1.40mは比較的均質な砂。
以深は砂と粘土が混在する粘土質砂。

上部と下部は細粒分が主体である。
中～粗砂の細粒分が混じる砂質土。細
礫をやや多く混入する。

高含水で軟弱な粘性土。
粘土分の粘性は弱い。
比較的均質な粘土で微量のシルト分を
含む。
貝殻片混じる。
上部には砂分多い。下部は次第に細砂
の混入が増える。

含水多く、砂分は細～中砂主体。
粘土分は粘性弱く軟い。
細粒土と微細砂～細砂が混在し軟弱な
土相である。
少量の貝殻片と細礫混じる。

少量の細砂が混じる。
細～粗砂の砂質土。
高含水で細粒分が混じる。

シルト～中砂主体で構成され、細粒土
と砂の互層。
粘土の粘性はやや弱い～中程度。

粘性中～強の粘土に細～中砂を混入す
る。全体にやや固結する粘性土。含水
はやや多い。

細粒分混じりの砂質土。
砂分は細～粗砂である。
φ10mm程の礫を混入。

花崗岩起源の砂質土。砂分は細～粗砂
で粗砂分が多い。φ2～3mm程の細礫が
多く混じる。含水は中～やや多い。

全体に均質な固結した硬い粘土、シル
ト。基盤岩部の上位層の固結粘土とみ
られる。

逢着部はやや不明瞭である。全体に風
化著しく粘土化する。全体に固結粘土
状である。頁岩優勢で岩組織は辛うじ
て確認できる。部分的に礫岩部も介在
する。【DL～DM級岩盤】
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上位層より風化は次第に弱まり、硬質
な層が増える。
所々風化により土砂化、固結粘土化す
る。【DH級岩盤】

コアは短片状～短柱状に採取。
コア肌は次第に滑らかとなり、岩片は
硬質となる。
所々に低～高角度までの亀裂を有し、
局所的に礫状コアを挟む。
全体にハンマー打でひび割れるか砕け
る程度の硬さである。
【CL級岩盤】
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